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はじめに
保育現場・教育現場における歌唱表現活動には，実にさまざまな状況が見受けられる。ある幼稚
園では少々荒々しい自由奔放な歌声が聞こえてきたり，ある小学校では地声を張り上げるような声
で校歌が聞こえてきたりする。一方，ある保育園では行儀良くしつけられた姿勢で統一感のある歌
声を聞くことができたり，ある別の小学校では頭声的発声による洗練された歌声を聞くことができ
たりする。いったいどのような歌声が子どもの歌声として最も望ましいのだろうか。どのような歌
唱指導を行うことが最も相応しいのだろうか。
また，ダンス等の身体表現活動を見ても，歌唱表現活動と同様にさまざまな状況が見受けられる。
ある幼稚園では終始まったく独創的に自由奔放に踊る子どもたちが見られる。一方別の幼稚園では
整然とした一糸乱れぬ踊りを披露する子どもたちが見られる。それぞれの表現指導の意図は何がど
のように違うのだろうか。そして，それぞれの表現指導は子どもたちにどのような成長をもたらし
ているのだろうか。
子どもたちが経験する幼児期，年少期の表現活動は，その後の彼らの表現力の成長に多大な影響
を与えるに違いない。できる限り望ましい指導を施すことが，子どもたちにとって生涯にわたる有
益なものとなるに違いない。しかしながら，多くの保育現場・教育現場では，先述したように多岐
にわたるさまざまな考え方や方法による指導が繰り広げられている。このような状況では若い保育
者や教師たちはいったいどのような指導をすべきなのかがわかりにくいのではないだろうか。そこ
で本稿では，子どもたちへの表現活動に関する指導の在り方について，主に歌唱指導，ダンス指導
を中心に考えてみたい。特に，幼稚園，保育所，小学校低学年時期における子どもたちの表現活動
に対する教師の指導はどうあるべきか探っていきたい。
まず第 1 に，幼稚園教育要領に示された表現に関する記述と，小学校学習指導要領音楽編に示さ
れた音楽表現に関する記述を概観し，表現指導の在り方を改めて検討する。第 2 に，表現活動に関
するいくつかの優れた実践を概観し，望ましい表現指導の方向性を探りたい。
1　幼稚園教育要領表現領域，小学校学習指導要領音楽編に示された表現指導
第 1 章では，幼稚園教育要領に示された表現に関する記述と，小学校学習指導要領音楽編に示され
た音楽表現に関する記述を連続して概観し，双方の記述を統合し，表現指導の在り方を検討したい。
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（1）幼稚園教育要領表現領域の概観
幼稚園教育要領によれば，「表現」領域のめざすところは，「感じたことや考えたことを自分なり
に表現することを通して，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにする」である。
つまり，子どもたちの感性，表現力を養い，最終的には創造性を豊かにすることがめざされる。
その方法は，子どもたちが自分自身で感じたことや考えたことを，自分なりに表現させることであ
る。その際の指導のねらいとしては次の 3 点が示されている。
（1）いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
（2）感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
（3）生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
重要なキーワードは，「美しさ」，「豊かな感性」，「（表現して）（表現を）楽しむ」，「イメージ」
であると思われる。指導に際しては，これらのキーワードが意味するところの概念を教師が十分に
理解し把握して指導計画を立案する必要がある。例えばここでの「美しさ」は，我々人間がこれま
で長い時間をかけて築きあげてきた文明・文化の様式に基づいたものと筆者は考えたい。このよう
な「美しさ」を子どもの「豊かな感性」に訴えかけるには，さらにイメージ豊かに楽しませるには，
教師に高い教養と見識，優れた指導技術が求められよう。教師は真の「美しさ」を子どもたちに出
会わせなければならない。言い換えるなら，教師の指導は，例え相手が幼児期・児童期の子どもで
あっても，崇高な文化的営みといえよう。ここで強調しておきたいのは，教師に教えたい内容に対
する十分な研究が必要だという点である。人類が築きあげてきた文化を子どもたちに受け継がせる
という仕事は，教師の高い力量が成否を握っていると言えよう。
次に，音楽表現，身体表現にかかわる内容をみてみる。
（1）生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりするなどして
楽しむ。
（2）生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かにする。
（3）様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
（4）感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいたり，つくった
りなどする。
（5）いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。
（6）音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。
（7）かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどする。
（8）自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの楽しさを味
わう。
これをみると，何をどのように子どもに活動させれば良いのかが分かる。「感じさせる」「楽しま
せる」「味わわせる」ことが必要である。活動における文化との出会わせ方が示されている。
ただ注意すべき点は，「感じさせる」「楽しませる」「味わわせる」は表面的であったりその場限
りのものであったりしてはならないことである。あくまで，本質的・文化的なものでなければなら
117
ない。
音楽で言えば，親しむこと，歌を歌うこと，リズム楽器を使うことなどが明文化されている。ダ
ンスで言えば，動きで表現すること，演じて遊んだりすることなどが明文化されている。そして重
要なことは，「感動したことを伝え合う楽しさを味わう」であろう。子ども集団における表現活動
の共有化が促されている。共に歌ったり踊ったりする喜びを分かち合うことの重要性が示されてい
ると考えてよい。
内容の取り扱い方で，幼稚園教育要領が重要視しているのは次の点であり，筆者も同感である。
（1）豊かな感性は，自然などの身近な環境と十分にかかわる中で美しいもの，優れたもの，
心を動かす出来事などに出会い，そこから得た感動を他の幼児や教師と共有し，様々に表
現することなどを通して養われるようにすること。
（2）幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので，教師はそのような表現を受容し，
幼児自身の表現しようとする意欲を受け止めて，幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現
を楽しむことができるようにすること。
（3）生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を楽しみ，表現する意欲を十分に発揮させるこ
とができるように，遊具や用具などを整えたり，他の幼児の表現に触れられるよう配慮し
たりし，表現する過程を大切にして自己表現を楽しめるように工夫すること。
（2）小学校学習指導要領音楽編の概観
小学校学習指導要領第 2 章各教科第 6 節音楽に示された目標と〔第 1 学年及び第 2 学年〕の目標
は次のとおりである。
音楽科の目標
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育てるとともに，
音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。
〔第 1 学年及び第 2 学年〕の目標
（1）楽しく音楽にかかわり，音楽に対する興味・関心をもち，音楽経験を生かして生活を明
るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる。
（2）基礎的な表現の能力を育て，音楽表現の楽しさに気付くようにする。
（3）様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を育て，音楽を味わって聴くように
する。
小学校における表現に関する学習は，具体的にいくつかの教科として位置づけられて行われる。
本稿では，歌唱指導とダンス指導を中心に表現指導を考えてみたいので，音楽科の記述に注目して
みる。
幼稚園教育要領に比べ，目標が抽象的ではなくかなり具体的になっている。ただし，音楽科の特
徴として他教科と比して抽象的な表現も多少見られる。ここで重要なことは，音楽活動の基礎的な
能力を培うこと，基礎的な表現の能力を育てることが明示されていることである。「能力を育てる」
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という文言は，具体的かつ非常に分かりやすいと言える。
内容の一部を以下に掲載する。かなり細かに指導内容が示されている。
A　表現
（1）歌唱の活動を通して，次の事項を指導する。
ア　範唱を聴いて歌ったり，階名で模唱したり暗唱したりすること。
イ　歌詞の表す情景や気持ちを想像したり，楽曲の気分を感じ取ったりし，思いをもって歌
うこと。
ウ　自分の歌声及び発音に気を付けて歌うこと。
エ　互いの歌声や伴奏を聴いて，声を合わせて歌うこと。
（2）器楽の活動を通して，次の事項を指導する。
ア　範奏を聴いたり，リズム譜などを見たりして演奏すること。
イ　楽曲の気分を感じ取り，思いをもって演奏すること。
ウ　身近な楽器に親しみ，音色に気を付けて簡単なリズムや旋律を演奏すること。
エ　互いの楽器の音や伴奏を聴いて，音を合わせて演奏すること。
（3）音楽づくりの活動を通して，次の事項を指導する。
ア　声や身の回りの音の面白さに気付いて音遊びをすること。
イ　音を音楽にしていくことを楽しみながら，音楽の仕組みを生かし，思いをもって簡単な
音楽をつくること。
（3）幼稚園教育要領表現領域と小学校学習指導要領音楽編を概観して
（1）と（2）において，幼稚園教育要領表現領域と小学校学習指導要領音楽編のそれぞれを概観
した。ここで，表現指導の在り方を改めて検討したい。この 2 つを続けて概観し，そのことを基に
幼児期から児童期にかけての表現に関する指導を総合的に見てみたい。つまり，幼稚園教育要領の
「感じさせる」「楽しませる」「味わわせる」と学習指導要領の「音楽活動の基礎的な能力を培うこと」
「基礎的な表現の能力を育てること」を結びつけて有機的に考えるのである。感じさせ・楽しませ・
味わわせながら，基礎的な表現の能力を育てるのである。まさにこのような指導が，幼児期から児
童期にかけて必要であるというのが筆者の考えである。
もう少し具体的に述べてみたい。幼児教育にかかわる保育者の表現の指導では，「感じさせる」「楽
しませる」「味わわせる」に加えて，「基礎的な表現の能力を育てること」を明確なねらいとして位
置づけるのである。楽しく歌わせることに加えて，歌う力を育てることもねらいに入れてみるので
ある。そうすることによって，ただむやみに歌わせるだけに陥らず，成長を見通した指導理念を抱
くことができよう。それは，豊かな歌唱文化様式に無理なく子どもたちを出会わせることにつなが
るのではないだろうか。
小学校低学年にかかわる教師の表現の指導では，「基礎的な表現の能力を育てること」というね
らいで，「感じさせる」「楽しませる」「味わわせる」という方略を用いたらどうであろうか。「感動
したことを伝え合う楽しさを味わう」ことと同時に，「基礎的な表現の能力を育てること」を促進
させるのである。これらの視点をもつことによって，本稿の冒頭で述べたような混乱や問題を改善
することにつながるのではないだろうか。
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2　表現活動に関する優れた実践
第 2 章では，優れた歌唱指導者の実践と優れたダンス指導者の実践の概略を紹介し，優れた子ど
もへの表現指導者の特徴について探ってみたい。
（1）歌唱指導者 A 教諭の実践
広島県内 Z 小学校の A 教諭は，音楽専科の経験豊かなベテラン女性教諭である。歌唱・合唱指導
に定評がある。特に優れているのは，発声指導である。その真価は朝の音楽活動「音楽朝会」で発
揮される。A 教諭は，常日頃，「めあて」を明確にした歌唱指導をめざしている。その「めあて」は，
彼女が作成した架空の歌声忍者が運んでくる「ひみつ道具」に具体化される。その道具は，しっか
りとした発声を子どもたちに分かりやすく示してくれるものばかりである。例えばそれは，「いらっ
しゃいマッスル」（歌う姿勢を意識させるため）「にゃんちゅうのツボ」（低い声・高い声の出し方
を理解させる）「さしすせソース」（発音を意識させるため）「聴き耳ずきん」（ハーモニーの美しさ
を感じさせるため）などである。それらを巧みに子どもたちに提供すると，子どもたちの歌声は瞬
く間に変容する。
A 教諭の指導には，「感じさせる」「楽しませる」「味わわせる」ながら，子どもたちを歌うこと
に夢中にさせながら，洗練された歌声とともに，基礎的な表現の能力を育てるものである。
（2）ダンス指導者 B 先生の実践
広島県内 Y 市で幼児から大人までのダンス教室を主宰する B 先生も，経験豊かな女性教師である。
筆者の勤務する教師・保育者養成大学においてダンス表現の授業の特別講師を務められている。授
業が始まると同時に，学生たちは，先生の巧みなリードダンスや言葉がけに惹き込まれ，瞬く間に
表情を明るくさせ，開放的なパフォーマンスを繰り広げていく。全身を躍動させてダンスに向かう
姿から，目の輝きから，彼らが身体だけでなく「心からダンシングしている」とはっきり読み取れる。
筆者は B先生の卓越した指導手腕にいつも舌を巻く。B先生は学生たちに次のように語る。「思いっ
きり，精一杯自己表現すること。それは，生きている喜びそのものです。子どもたちに，先ずは体
を動かす楽しさを味わわせて欲しい。決してダンスを無理強いしないように。子どもたちが自ら表
現するとき，その姿をとらえそこから伸ばしていきましょう」
B 先生の指導で注意しなければならないのは，先ずは「体を動かす楽しさを味わわせて」と主張
しつつも，B 先生自身がダンスの様式を十二分に知り尽くしていることである。だからこそ，子ど
もたち自らの動きを受け止めて指導できるのである。学生たちが思わず惹き込まれていく理由もそ
こにある。つまり，B 先生は，ダンスを熟知しているから，学生や子どもを感じさせ，楽しませ，
味わわせる，加えて基礎的な表現の能力をも育てることができるのである。
おわりに
幼稚園，保育所，小学校低学年時期における子どもたちの表現活動に対する教師の指導はどうあ
るべきか。「感じさせる」「楽しませる」「味わわせる」と，「基礎的な表現の能力を育てること」と
の両立，つまり音楽的感受と基礎的能力との両立である。そのためには，教師にも保育者にも表現
活動に関する十分な研究が必要である。
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